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自己紹介 

【経歴】 
 立教大学大学院観光学研究科 
 株式会社ジャルパック 
 株式会社富士通総研 
 デロイトトーマツコンサルティング合同会社 
 帝京大学にて現職 
 
【専門】 
 観光地経営、観光地理学 

 
【研究テーマ】 
 観光まちづくり 
 ルーラルツーリズムの組織と人材（日・欧） 



 

日本における都市と農村の交流 

都市と農村の交流 
 1970年代に政策的に開始、1990年代にはグリーン

ツーリズムの用語が誕生。地域住民主体の農村ツーリ
ズムが推奨される。 
 

グリーン・ツーリズムが抱える問題と課題 
 地域における担い手の高齢化、事業の継承が問題とな

る。組織のあり方、人材の育成、事業の収益性は重要
な課題となった。 

 

新たなツーリズムへの対応 
 一方で、インバウンド拡大から外国人旅行者の受け皿

としても農村には高い期待。時代に合わせたツーリズ
ムの質を変化させる必要がある。 



イタリアの事例から：組織と人材 

【組織】 
 農民連合下に農村観光推進組織 
 教育機関と連携して人材育成セミナー実施 
 農村女性組織、観光協会、山岳協会などと連携 

【人材】 
 農村女性が活躍 
 農家レストラン 
 体験プログラム 
 加工品販売 

 観光ありきの農業を次
世代が継承する好循環 



イタリアの事例から：新たなツーリズムへの対応 

【サービスの質向上】 
 農泊は格付けし情報公開、ホテルレベルの室内 
 農村観光推進組織が予約サイト運営 



第１分科会では 

旅行市場の変化にしなやかに反応しながら、長期
にわたる活動、多様な組織との連携、新たな手法
の取入れなどを実現してグリーン・ツーリズムを
進める方々から報告をいただき、今後の発展可能
性を探ります。 
 
 報告者 
 隠れ里ひとくまツーリズム 樅木様 
 仙北市農山村体験推進協議会 門脇様 
 栗原市農泊推進協議会 大場様 
 リロカリコクリ 米津様 

 
皆様、どうぞよろしくお願いいいたします。 


